
愛媛県八幡浜警察署協議会会議録 

（令和６年度第２回） 

日 

時 

令和６年 10 月 24 日（木曜日）午後２時 00 分～午後４時 00 分 

 

出 

席 

者 

１ 警察署協議会 

  会長以下７人 

２ 警察署 

  署長以下 11 人 

 

 

 

 

 

議 

 

 

 

事 

 

 

 

概 

 

 

 

要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 

 

１ 会長挨拶 

⑴ 日頃の警察活動に対する謝辞・激励 

⑵ 活発な意見発表の依頼 

２ 署長挨拶 

⑴ 警察活動への理解と支援に対する謝辞 

⑵ 忌憚のない意見の依頼 

３ 業務推進結果、業務推進計画の説明 

令和６年６月から９月までの業務推進結果、令和６年 10 月から 12

月までの業務推進計画について、各課長等が報告、説明した。 

４ 諮問及び答申 

 ○諮問 

  住民と連携した犯罪被害者等支援施策について 

 ○答申 

⑴ 住民と八幡浜警察署が連携した犯罪被害者等支援に関する効果

的な広報啓発活動 

  ・ 住民の中には、犯罪被害者等を支援している活動自体を知らな

い人も多いことから、市町のイベントに参加して広報啓発活動を

実施してはどうか。 

・ 犯罪被害者等の講演会を開催して、直接話を聞くことが一番理

解しやすいのではないか。 

  ・ 第１回の警察署協議会で視察した嘱託セラピー犬に、癒しの効

果を感じた。セラピー犬を活用した広報啓発活動を実施すれば、

市民の関心も得られるのではないか。 

  ・ ホームページやＣＡＴＶなどを活用して広報してはどうか。 

⑵ 住民と八幡浜警察署が連携した民間被害者支援団体に対する財

政援助 

  ・ 各種団体に犯罪被害者等支援について周知し、財政援助につな

げてはどうか。 

  ・ 寄付にかかわる方法として、購入した商品の売り上げの一部が

自動的に寄付される方法であれば、寄付のハードルが下がるので

はないか。 

 ○ 委員からの意見 

  ・ チャリティー活動の一環として、自身が製造・販売しているお

菓子の売り上げの一部を寄付したい。 



 

事 

 

 

概 

 

 

要 

 

 

  ・ 地域の中で加害者の更生を支援する保護司と連携することで、

より住民に密着した犯罪被害者等支援の広報等が可能になるので

はないか。 

５ 質疑応答、意見要望等 

○ 管内に居住する外国人について、警察として把握するなど対策を

講じているか。 

 ・ 外国人実習生の受け入れをしている団体から外国人についての

相談などを受けて、問題があれば積極的に対応している。 

   管内の外国人犯罪として食料品等の万引きがあるが、発生すれ

ば各課が連携して適正に対応している。 

６ その他 

  会議終了後、電動キックボードの視察及び自転車による交通事故を

模擬体験するＶＲゴーグルの試着体験を行った。 



《開催状況》 

《協議会委員による電動キックボードの視察等》 


